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○研究の概要
【目的】
・オキサリプラチン併用の術後補助化学療法が施行されたｓｔageⅡ、Ⅲ結腸癌のうち
　術後補助化学療法終了後６か月以内に再発した患者を対象としてoxaliplatin based 
  regimenの有効性について検討する。
【方法】
・アレルギー予防を実施した上で、分子標的治療薬oxaliplatin based regimenを施行
　する。

○倫理的配慮について
・文書による同意を得る。
・ヘルシンキ宣言に基づく。

○個人情報の取り扱い
・本試験の登録には、性別、年齢、カルテ番号等、登録症例の同定に可能な最低
　限の個人情報を用いることとし、患者氏名は用いない。
・カルテ番号等を開示できない場合は、症例登録ごとに任意の識別番号を設定す
　るとともに連結可能匿名化を行う。
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